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１．背景と目的 

札幌市では，冬期歩行者による転倒事故がスパイクタイヤ禁止以降に急増し，社会

問題化している現状にある．図 1 は，札幌市における冬期歩行者転倒事故による救急

搬送者数とスパイクタイヤの装着率の推移を示したものである．図 1 のように，多い

年には，救急搬送者数が 1000 人を超えることもある．転倒による救急搬送者数は 60

～70 歳代が最も多く，年齢層が上がると共に転倒事故で救急搬送されるリスクが高く

なる．特に，高齢者は大きなケガに繋がることが多く，一度雪道で転倒したために，

その後も転倒を恐れて外出を控え，自宅で過ごすことが多くなる傾向もみられる．外

出機会の減少は，身体機能の低下を招き，それらを理由に更に外出を控えてしまう悪

循環が発生することも想定される． 

そこで，ウインターライフ推進協議会では，高齢者の冬期転倒事故軽減及び冬期の

活動性を高める手がかりとなる知見を提供することを目的に，スキー等の“滑り”に

関わる運動経験の有無による季節別の活動性や転倒不安感の違いについて把握する調

査を行った． 

 
図 1 札幌市における冬期歩行者転倒事故による救急搬送者数と 

スパイクタイヤ装着率の推移（札幌市消防局調べ） 
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２．アンケート調査の実施 

調査は，平成27年2月と3月に

特別豪雪地帯である士別市にお

いて，図2に示す自己記入式のア

ンケート調査票を用い，高齢者

の生涯学習大学「士別市九十九

大学」と士別市スノーシューク

ラブの会員（65歳以上）を対象

に実施した．回答数は全110名

（うち，男性48名，女性62名）

となった．設問項目は，現在に

おける無雪期と積雪期別の外出

頻度と運動内容，幼少期での運

動経験と運動内容，冬道での転

倒経験，冬道における歩行の自

信「冬道セルフ・エフィカシー

（以下，冬道SE）」等について

伺った．行動を起こす先行要因

を測定するための尺度として

「セルフ・エフィカシー（自己

効力感）」があるが，「冬道SE」

は，積雪寒冷地仕様の尺度を加

える必要があるという問題意識

から侘美たち（2005）1)が，“強

風要因”“低温要因”“降雪要

因”“積雪要因”“凍結路面要

因”の5項目を開発したものであり,各要因に関する設問は以下のとおりである． 

 

■路面状況が良い時は，少し風が強くても徒歩ででかける    ⇒強風要因 

■天気，路面状況が良い時はマイナス気温でも徒歩ででかける  ⇒低温要因 

■路面状況が良い時は，雪が降っていても徒歩ででかける    ⇒降雪要因 

■天気が良い時は，10 cm程の雪が積っていても徒歩ででかける ⇒積雪要因 

■天気が良い時は，路面が凍結していても徒歩ででかける    ⇒凍結路面要因 

 

 

３．アンケート調査結果  

（１）冬期の外出頻度と冬道 SE との関係 

図3は，冬期の外出頻度と冬道SEとの関係を示すものである．冬道SEの5項目の平均

は，いずれの項目も冬期の外出頻度の多い順に高い傾向が見られ，外出頻度の多い人

は，冬道歩行に対する不安感が低いことが伺えた．  

 

 

図 2 雪道歩行に関するアンケート調査票 
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図3 冬期の外出頻度別冬道SE（平均と標準偏差） 

 

（２）冬期の運動実施頻度と冬道 SE との関係 

図4は，冬期の運動実施頻度と冬道SEとの関係を示すものであるが，冬期の運動実施

頻度が高いほど，冬道SEが高い傾向が見られ，無雪期の運動実施頻度による差よりも，

その差は顕著であった．冬期の運動実施頻度によって，冬道歩行への自信が変化して

くると考えられる．  

 

図4 冬期の運動実施頻度別冬道SE（平均と標準偏差） 
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（３）“滑り”に関する運動経験（実施）と冬道 SE との関係 

図5は，スキー・スケートなどの実施群と非実施群の冬道SEとの関係を示すものであ

るが，スキーやスケートなどを実施している人たちは，どの項目においても冬道SEは，

いずれも高い結果となった．また，5項目のうち，強風要因の差は他に比べてやや小さ

い傾向がみられた． 

 

図5 冬期の運動実施頻度別冬道SE（平均と標準偏差） 

 

４．本調査のまとめ 

今回の調査では，幼少期の滑りに関わる運動経験の有無が現在の雪道での転倒不安

に繫がっている結果はみられなかったが，外出頻度の高い人や冬期の運動頻度が高い

人が，冬道歩行に対する転倒不安は低く，スキー･スケートなどの“滑り”に関する運

動を実施している人が，転倒不安が低い傾向が伺えた．したがって，冬期の運動実施

頻度により，冬道歩行への自信が変化してくると考えられる． 

但し，今回の調査においては，高齢者のなかでも比較的普段から活発的に運動をし

ている人や，普段から外出を多くされている人が対象となっていることもあり，冬道

での転倒に対する不安感が少なかったことも考えられる．そのため，運動内容（種目，

時間，経験年数）についても，より具体的な項目を加えた検討が必要であるとともに，

運動不足の人や外出意欲の低い高齢者などを含めた調査を行い，より多くの標本から

の詳細な分析が必要と考える． 

今後もこれらの課題に対して研究を継続的に行い，高齢者の冬期の活動性を高めて

いけるような情報発信手法などについて繋げていきたい．  
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